


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































バルトは, (a) I描音と律法.1 (1935)において，福音でないものの総
括としての律法を，福音に関係づけることによって他の二つの著作に




































































































な欠けであり，そしてそれを満たす必要性でした。 。…･ ･｣ (GA,Briefe








DDgi''atik [以下KD] 11/l'S. 197.吉永訳32]ri)｡
(3) EmStWolf.Barmen (1957) ~ 3.Aun. 1984､S. 137~
( &l ) E.jiingEI,ZumVerhiIItnisvonKircheundStaatna[hKarlBarth,
ZThK.Beiheft,6. 1986_S.76f.
(5) E・プッシュ l.カール・バルトの生涯」 376頁以下。
(6) K･Barth,Das ersteGebot als the{)IogischesAxioml933､ in;
The(Jk}gisCheFragenundAntworte,1,S. 1~12. (｢神学的公理としての
第一戒」吉永訳）
(7) E･Wolf, aaO, 92ff.
－110
政治的共同責柾の神学 ・13
(8) KI) 1I/l､S. 19~lff~ (iij永択316頁以下)。
(9) ｢I禍帝」 と 「律法｣，われわれの義認とわれわれの聖化が， イエス・キ
リストのただ・つり)忠みの啓示と業でないかのような見方は斥けられ








Kil-(rhezll Ba,･menL I959, S. 125ff,K･Meier,Derevfl]1gel ische
Kircll(､]1kaml)f, 11and1, 1976,Sl92ff.¥さらに， HeinzEduard"l､i1d1,
K()ml)lizcII; ()l)furundGegnerdesHitlerregimes, 1997;S.219ff.など
を見よ。 フ'ルト ′､ウスについて， ロパート・P・エリクセン「第三帝厩I





7'ンスバッハ勧告に対する，アスムッセン， リルエ， 卜 ,ンリル'､一入，
エーレンベルクらの批判については,G･Niemiiller,K･Meierの前側
沖を見よ。





口パート ･P･エリクセン，前掲善, 191頁以下， とくに229頁以下を
参照。
プッシュ．前掲il}, 337頁。






















































































































2(1 , 1946.S.43､ (｢キリスト者共同体と市民共同体」蓮見訳。以~ﾄ私訳
による引用を含むがとくに断らない）
K･Barth,EinBriefnachFrankreich (1939),in: EineSChweizer









































































K･Barth,KDII/1.§30,S.435. (30節「神的鐙の完全性| 2. l神のあ
われみと義」吉永訳）
Ebenda,
Ebenda、
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政治的共同責任の神学 47
(106) JUngel,ZumVerhHltnis,aaO,76ff
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